太陽観測による真北測定

概略

· 暦（理科年表）から観測地点（緯度、経度で特定）の観測時刻における太陽の方位角が計算で導ける。
· 太陽の方向と基線との角度（測角）及び観測時刻を測定する。
· 測定時の太陽の方位角と測角を足すと測点からの方位角が導ける。

観測時刻の平均に均時差などの補正を行い、視世界時を導く。
視世界時に経度を足し時間差を引いて時角を導く。
当日視赤緯の補正を行い、視赤緯を導く。
球面三角形や行列など用いて赤道座標系（時角、赤緯）の数値を地平座標系（方位角、高度）に変換する。
高度は計算式で抹消できるので太陽の方位角が導かれる。
（ブルートレンドの計算式の手順は不明）
太陽の方位角と測角を足すと観測点の方位角が導かれる。
観測は対回回数の平均となり、最確値を導くことになる。
標準偏差などで観測の精度を確認する。
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方位角
真北からの角度
方向角
座標の北からの角度
赤道座標
星の絶対位置を表すために用いられる、地球の自転を基準とした座標系。
地球の自転軸を北に延ばし天球との交点を点の北極とし、地球の緯度、経度と同様に角度で表したもの。
地平座標
方位と水平面からの角度で表したもの。
赤緯（δ）
天の赤道からの角度
赤経（α）
春分点からの角度
時角（Ｈ）
天体が子午線を通過して何時間経過したかを表現している。
度数表示との関係は360°0′0″＝24ｈ0′0″となる。
視赤緯、視赤経
歳差運動などを含んだ見た目の角度
歳差運動
地球の地軸がコマの首振りのような円を描いて回転していること
均時差
天球上を一定の速度で移動すると仮想した太陽の南中時刻と実際の太陽の南中時刻との差
地球の公転が楕円軌道を描いていることと太陽の天球上の軌道が天の赤道と23°27′の傾きがあることが原因



